
当倶楽部の会員の皆様などにご協力をいただきながら行った事業を紹介いたします。

入門
内容

　「とやま賞」は、富山県の置県百年を記念し、富山県ならびに日本の将来を担う有為な人
材の育成に資する目的をもって昭和59年に創設され、今回で35回目を迎えました。
　受賞対象者は、富山県出身者、または富山県内在住者とし、学術研究、科学技術、文化・
芸術、スポーツの分野において、顕著な業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される人に対
して、賞状、奨励金を贈呈して、その活動を奨励しております。
　今年度の贈呈式は、6月5日（火）に富山国際会議場メインホールで行われ、学術研究部門
で4名、文化・芸術部門で1名の計5名の方々が受賞されました。

　この事業では、「将来こんな職業に就きたい」という
「夢の卵（将来の夢）」を作文にしてもらい、優秀作品を
表彰して、その道の第一人者のもとへ派遣しています。
　今年度で15回を数え、小学生の部と中学生の部をあ
わせて2,129作品の応募があり、その中から選ばれた4
名の子どもたちに夏休み期間中、夢に一歩近づいてもら
うために、短期入門してもらいました。

石井理事長より授与選考委員長講評 受賞記念講演

学術研究部門　医薬分野（疾患病態治療学）
慶應義塾大学医学部循環器内科　講師
片岡　雅晴 氏
難病循環器疾患における病態解明と治療法開発による医療貢献

学術研究部門　理工分野（化学）
富山県立大学工学部教養教育　准教授
山村　正樹 氏
元素の特性を活用した高次分子複合体の設計・開発

学術研究部門　人文社会分野（心理学）
富山大学人文学部　准教授
坪見　博之 氏
視覚的注意とワーキングメモリの容量制約に関する実験心理学的研究

学術研究部門　人文社会分野（刑事法学）
九州大学大学院法学研究院　准教授
野澤　　充 氏
刑法学における法制史的観点からの研究・分析方法の再構成──中止犯制度を素材に

文化・芸術部門　（声楽）
東京二期会　オペラ歌手
名古屋音楽大学 専任講師
森　　雅史 氏
声楽（バス）

第35回受賞者

とやま賞「夢の卵」
育成事業

清水　詩音さん （富山市立山室中部小学校６年）

将来の日本の宇宙開発に
貢献できる技術者になりたい

種子島から人類を乗せたロケットを打ち上
げ、子ども達に希望を与えたいという気持
ちを持って、富山県立大学工学部電子・情報
工学科に入門して、モデルロケットの製作
から打ち上げまでを体験しました。

高瀬　心海さん （富山市立速星小学校５年）

人の役に立つロボットを
作る人になりたい

人の暮らしを良くする介護ロボットなどを
作りたいという気持ちを持って、富山県立
大学工学部知能ロボット工学科に入門して、
ライントレースロボットの製作、プログラミ
ングなどを体験しました。

村上　統哉さん （富山市立城山中学校２年）

今後の日本の海を守る
漁師になりたい

漁獲量が減り続ける日本の海には養殖の研
究が欠かせないという気持ちを持って、福
井県立大学海洋生物資源学部に入門して、
地域の産学官が一体となって取り組む「鯖
復活プロジェクト」などを学びました。

篠田　真吾さん （高岡市立中田中学校２年）

大地震を100％の確率で予測できる
研究者になりたい

大地震を予測して、その被害を減らしたい
という気持ちを持って、名古屋大学減災連
携研究センターに入門して、ＧＰＳによるプ
レート変動観測など地震予知につながる研
究を学びました。
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（応募数１，３２５作品）（応募数１，３２５作品）

（応募数８０４作品）（応募数８０４作品）

４回のロケット打ち上げ

電子通信システム工学講座の
石坂圭吾准教授と

ロボットのプログラミング

機能ロボティクス講座
の大島徹教授と

減災ライブラリーを見学

研究連携部門の鷺谷威教授と

細井公富准教授と
漁船の上で

「小浜よっぱらいサバ」
 養殖場の見学
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